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理工学部に関するアンケート調査結果（別添資料１１） 

 

１．アンケート実施期間      平成 21 年 12 月～平成 22 年 1 月 8 日 

２．アンケート回答数等 

       （送付先）     （送付数）  （回答数）  （回答率） 

企      業    200 社    75 社    37.5％ 

高等学校、予備校    200 校    88 校    44％ 

（高等学校生徒）       1318 名(32 校)  

３．集計結果 

企業 
（１）「副専攻」の制度について、人

材採用の観点から、どのように考える

か？  

⇒「（大いに）評価する」「問題はない」      

９９％ 

（２）工学の基礎となる理学の基盤教育を強化

する「理工学部」の理念についてどのように考

えるか？ 

⇒「（大いに）評価する」「問題はない」  

９８％ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

問－副専攻に関して
　　採用時の観点

1.大いに評価する,
11%

2.評価する
44%

3.特に問題はない,
44%

無回答
1%

4.問題がある, 0

1.大いに評価する

2.評価する

3.特に問題はない

4.問題がある

無回答

問－「理工学部」理念

4.評価しない,
1%

無回答
1%

3.特に問題はない,
33%

2.評価する,
45%

1.大いに評価する,
20%

1.大いに評価する

2.評価する

3.特に問題はない

4.評価しない

無回答
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高校，予備校教員 
（１）大学で学ぶ専門分野を決定する時期について、                    

①入学時に専門分野を決定する②入学後１～２年間、関連する基礎科目を広く学んだ後に専

門分野を決定するのどちらがよいか？ 

⇒入学後１～２年間、関連する基礎科目を広く学んだ後に専門分野を決定  ９０％  

1.入学当初から専門分
野に分かれて所属す
る

問－専門分野の決定時期
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1.入学当初から
専門分野に
分かれて

所属する, 10%

2.入学後(1,2年次)に専
門分野に分かれて所
属
無回答

2.入学後(1,2年次)に
専門分野に分かれて

所属, 90%

 
 
（２）理工学部の各専門分野と類（学科）の関係は妥当性かどうか？ 

  ⇒妥当である   ９３％ 

問－専門分野と類の関係 1.妥当である

2.妥当でない

無回答, 2%
無回答

2.妥当でない, 5%

1.妥当である,93%

 



 
 
（３）新設する「理工学部」に進学を薦めるかどうか？ 

⇒進学を薦めたい  ６８％ 

  

問－生徒に横国
「理工学部」を薦めるか
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1.進学を薦めたい

2.進学を薦めない
無回答,

2% 3.その他

無回答

3.その他, 27%

1.進学を薦めたい,
68%2.進学を薦めない, 3%

 
生徒 
（１）大学で学ぶ専門分野を決定する時期は，  

   ① 入学時②入学後１～２年間、関連する基礎科目を広く学んだ後のどちらがよいか？ 

   ⇒入学後１～２年間、関連する基礎科目を広く学んだ後   ８３％ 

1.入学時
問－専門分野の決定時期

2.入学後1～2年間、基礎科
目を広く学んだ後

無回答, 2% 無回答

1.入学時, 15%

2.入学後1～2年間、基礎科目
を広く学んだ後, 83%

 



（２）入学後、他の専門分野へ変更できる制度があれば、安心して大学に進学できるかどうか？ 

⇒安心して大学に進学できる   ８９％ 

問－入学後に他の分野へ
変更できる制度

1.非常に安心できる,
45%

2.安心できる,
44%

3.あまり関係ない,
9%

無回答, 2%

1.非常に安心できる

2.安心できる

3.あまり関係ない

無回答

 
 
（３）理工学部の各専門分野の類（学科）としてのまとめ方は、妥当かどうか? 

    ⇒妥当である   ９３％ 

問－類としてのまとめ方 1.妥当である

2.妥当でない

無回答

2.妥当でない, 4%

無回答, 3%

1.妥当である, 93%
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平成21（2009）年度理工学部関連組織進路調査（H22年３月末時点） 別添資料１２

学科 EP

大
学
院
研
究
科

大
学
学
部

短
期
大
学
本
科

専
攻
科

別
科

生産工学科 機械工学EP 100 82 82 0 0 0 0 16 0 0 0 2 0 82.0% 88.9% 98.0%
材料工学EP 33 26 26 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0 78.8% 100.0% 100.0%

物質工学科 化学EP 73 68 68 0 0 0 0 4 0 0 0 1 0 93.2% 80.0% 98.6%
化学応用EP 75 61 61 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0 81.3% 100.0% 100.0%
バイオEP 12 12 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100.0% 100.0%

建設学科 建築EP 74 44 44 0 0 0 0 16 0 0 0 ※14 0 59.5% 53.3% 81.1%
都市基盤EP 34 22 21 1 0 0 0 12 0 0 0 0 0 64.7% 100.0% 100.0%
海洋空間EP 39 29 28 1 0 0 0 10 0 0 0 0 0 74.4% 100.0% 100.0%

電子情報工学科 152 119 119 0 0 0 0 27 0 1 0 5 0 78.9% 84.4% 96.7%
知能物理工学科 80 59 59 1 0 0 0 18 0 0 0 2 0 73.8% 85.7% 96.3%

672 522 520 3 0 0 0 124 0 1 0 10 0 77.8% 83.2% 96.3%
教育（地球課程） 46 23 23 0 0 0 0 21 0 0 1 1 0 50.0% 91.3% 95.7%
教育（マルチ課程） 93 10 10 0 0 0 0 72 0 5 2 4 0 16.1% 92.3% 93.5%

139 33 33 0 0 0 0 93 0 5 3 5 0 27.3% 92.1% 94.2%
811 555 553 3 0 0 0 217 0 6 3 15 0 69.2% 86.8% 95.9%

※建設学科（建築ＥＰ）の「左記以外の者」には，建築家を志願して建築事務所（一級建築士受験資格のための実務経験）を目指す者を含む。

１．「進学率」＝（進学者合計＋外国学校・専修学校の入学者）／卒業者合計
２．「就職率」＝（就職者＋臨床研修医）／（卒業者合計－進学者合計－外国学校・専修学校の入学者－死亡・不詳者）
３．「進学＋就職率」＝（進学者合計＋就職者＋臨床研修医＋外国学校・専修学校の入学者）／（卒業者合計－死亡・不詳者）
(上記１及び２は，大学情報データベース（大学評価・学位授与機構）の定義による。)
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審査意見対応記載書類（９月）－1 

別添資料１３（追加資料） 

副専攻プログラム 

 

理工学部では，学生が履修する教育プログラム（主専攻プログラム）での科目履修に加

え，広く他分野の科学技術に目を向ける進取的精神の涵養と，新たなる知識の地平を切り

開きつつそこに内蔵される課題を掘り起こす能力を磨くため，ある専門領域の主題に沿っ

て設計された学部内横断的な教育プログラム（副専攻プログラム）を学修することを推奨

する。副専攻プログラムについて定められた要件を満たして，ある体系の知識を得た場合，

副専攻プログラムを修了したものと認定する。 
学生の希望や多様なニーズ，社会的な人材需要に応じた特定の専門領域主題に沿って学

部内の科目を集約して副専攻プログラムを形成する。表１に育成人材像を示す次の 5 つの

学部内横断的副専攻プログラムを予定している。 
１．材料科学副専攻プログラム 

２．水素エネルギー学副専攻プログラム 

３．医工学副専攻プログラム 

４．ロボティクスメカトロニクス学副専攻プログラム 

５．環境・安全学副専攻プログラム 

これらの副専攻プログラムの標準履修モデル(２４単位)を表２に記す。標準履修モデル

科目を主専攻プログラム科目として履修登録した場合には，その科目に対する代替として

履修選択できる科目を定めている。（標準履修モデルの外に，履修選択の対象となる指定科

目を表３のように定める。） 

 

学生は，卒業要件として１２４単位からなる主専攻プログラムに加え，下記の要領で副

専攻プログラムを学修することができる。 

１．入学時並びに各学期の履修登録期限前に，副専攻プログラム履修を教務係に申告す

る。 

２．副専攻プログラム履修申告者は，履修登録時に副専攻プログラム指定科目の履修登

録ができる。 

３．副専攻プログラム標準履修モデルに設定された科目が，主専攻プログラムを構成す

る科目である場合，どちらで履修登録するかは，学生自身のキャリア形成計画によっ

て学務担当教員との相談のうえで決めることができる。 

 

図１に主専攻プログラムと副専攻プログラムでの単位取得を示す。この仕組みにより，

副専攻プログラム履修学生は科目を重複して履修することなく，主専攻プログラムで学位

を取得し，また副専攻プログラムを修了することができる。図２では主専攻―副専攻プロ

グラムによる人材育成の例を示す。 



審査意見対応記載書類（９月）－2 

表１ 副専攻プログラムの育成人材像 
 

副専攻名  獲得できる能力並びに育成人材像 

材料科学  

金属，セラミックス，ポリマーなどの材料特性を発現する仕組みと評

価手法などの基盤的共通知識を，物理と化学の観点から獲得すること

で，例えば建築都市・環境系を主専攻とする学生であれば，構造物の

安全性，耐久性，経済性と同時に人間が生活する空間としての機能性，

快適性，デザイン性を材料科学的視点から実現できる人材を育成する。

水素エネルギー学  

風力や太陽光を基盤として電力と水素をエネルギー媒体とした，持続

的成長可能な水素エネルギー社会に移行するためには，幅広い分野の

科学技術が融合した製品やシステムを考える必要がある。自動車を例

にとると機械工学に電子情報工学，化学，電気化学材料などが融合し

て新たな展開を生み出している。こうした展開に貢献できる人材を育

成する。 

医工学  

医工学は複数の自然科学分野の基礎に基づいた複合領域の学問であ

り，副専攻プログラムとしては，主専攻の専門分野の知識に立脚した

新たな医工学を捉えることができるように設計している。例えば，機

械工学・材料系学科を主専攻とする学生であれば，この副専攻により

医療機器研究開発，そしていずれの主専攻であっても，新規の臨床工

学技術の開発に貢献する人材を育成する。 

ロボティクスメカ

トロニクス学  

ロボティクスメカトロニクス技術は，情報科学から電気電子制御そし

て機械工学までの，分野横断的な体系で構成されている。基盤的な工

学分野の学習に加えて，この体系の中での学習を行うことにより，現

代の複雑な製品・技術を統合システムとして理解し応用する能力が獲

得できる。例えば機械工学や電子情報システムを主専攻とする学生に

ついては，実践的なシステムインテグレーションの能力を獲得した人

材を育成する。  

環境・安全学  

環境や安全の価値観を理解する過程で，主専攻の専門分野の先進性や

優位性だけでなく，常に他分野との調和やバランスの重要性を理解で

きる知識と能力を獲得し，例えば設計技術者であれば，生態系や化学

的なリスクを踏まえた人材を育成する。 

 



審査意見対応記載書類（９月）－3 

表２．副専攻プログラムの標準履修モデル(24 単位) [科目名の後ろの( )内数字は単位数] 
 

副専攻プロ

グラム 

(２４単位) 

材料科学 水素エネルギ

ー学 

医工学 ロボティクス

メカトロニク

ス学 

環境・安全学 

１年次  (６単位) 

エネルギー工

学序論(2) 

物理化学Ⅰ(2)

物理化学Ⅱ(2)

(４単位) 

生物科学Ⅰ(2)

生物科学Ⅱ(2)

 (６単位) 

生物と環境(2)

地球と環境(2)

安全工学概論

(2) 
２年次 (８単位) 

材料科学(2) 

物理科学と先

端技術(2) 

固体物性と数

理(2) 

結晶学(2) 

(６単位) 

エネルギーと

環境(2) 

環境エネルギ

ーシステム論 

(2) 

電磁気学Ⅰ(2)

(６単位)  

生命科学研究

方法論(2) 

医・工学連携基

礎(2) 

感覚知覚シス

テム論(2) 

(８単位) 

機械力学Ⅰ(2) 

電気機器学(2) 

機構学(2) 

計算機アーキ

テクチャ(2) 

(６単位) 

情報社会倫理

(2) 

都市生態学(2)

安全・環境化学

(2) 

３年次 

４年次 

(１６単位) 

磁気物理工学

(2) 

表面物理工学

(2) 

固体物性化学 

(2) 

結晶塑性学(2) 

半導体工学(2) 

機能性材料化

学(2) 

Ｘ線結晶構造

解析(2) 

計算材料学(2) 

(１２単位) 

電気化学Ａ(2)

エネルギー工

学Ⅰ(2) 

固体電子論(2)

応用電気化学 

(2) 

回路理論Ⅰ(2)

電気エネルギ

ー工学(2) 

(１４単位) 

バイオインフ

ォマティクス

(2) 

バイオメカニ

クス(2) 

病態生理学(2)

薬学概論(2) 

医工学(2) 

バイオ研修Ⅴ

(2) 

知的財産権(2)

(１６単位) 

基礎制御理論

(2) 

ディジタルコ

ントロール(2) 

ロボット工学 

(2) 

機械情報学(2) 

コンピュータ

コントロール

(2) 

動的システム

モデリング(2) 

ロボティクス

メカトロニク

ス工学(2) 

電子情報シス

テム特別実験

(2) 

(１２単位)  

自然環境と社

会制度(2) 

生態リスク学

(2) 

化学安全工学

(2) 

リスク分析学

(2) 

微生物とウィ

ルス(2) 

環境調和材料

(2) 



審査意見対応記載書類（９月）－4 

表３．標準履修モデル以外指定科目 [科目名の後ろの( )内数字は単位数] 
１．材料科学副専攻プログラム標準履修モデル以外指定科目 

材料熱力学(2) 有機合成デザイン(2) 建築材料(2) 電子物性(2) 

金属組織学・演習Ⅰ(3) 材料力学Ａ(2) 建築材料実験(3) 光物理工学(2) 

金属組織学・演習Ⅱ(3) 電気化学Ａ(2) 材料と複合(2) 電気材料(2) 

材料強度学Ⅰ(2) 高分子化学(2) 土の力学(2) 光工学(2) 

材料力学Ｂ(2) 材料強度学(2) 地盤の力学(2) 機能性材料科学(2) 

電気化学Ｂ(2) 界面化学Ａ(2) 地盤工学(2) ナノエレクトロニクス(2) 

界面化学Ｂ(2) 機械装置設計(2) 地盤環境工学(2) 電子デバイス(2) 

触媒化学基礎論(2) 機械装置製図(2) 材料工学概論(2) 光エレクトロニクス(2) 

無機固体化学(2) 建築構法(2) 溶接工学概論(2) 
２．水素エネルギー学副専攻プログラム標準履修モデル以外指定科目 

機械工学と社会とのかかわり合い(2) 物理工学概論(2) 有機化学Ⅱ(2) エネルギー安全工学(2) 

物質工学と社会(2) 金属組織学・演習Ⅰ(3) 化学工学Ⅰ(2) 発電工学(2) 

安全・環境と社会(2) 流体力学Ⅰ(2) 熱と建築環境(2) 設備計画Ⅱ(2) 

土木工学と社会(2) 無機化学Ⅰ(2) 確率・統計(2) 建築・地域環境計画Ⅱ(2) 

海洋工学と社会(2) 無機化学Ⅱ(2) 回路理論Ⅱ(2) 地盤環境工学(2) 

電子情報システム概論(2) 有機化学Ⅰ(2) 統計力学(2) 電気ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ工学(2)  
３．医工学副専攻プログラム標準履修モデル以外指定科目 

現代生物学Ⅰ(2) バイオ研修Ⅵ(2) ロボット工学(2) モバイルエレクトロニクス(2)

現代生物学Ⅱ(2) バイオ研修Ⅶ(2) 品質管理(2) 電気材料(2) 

生物工学Ⅰ(2) 生体物質化学(2) 回路理論Ⅰ(2) 半導体工学(2) 

生物工学Ⅱ(2) 構造生命化学(2) プログラミング(2) ナノエレクトロニクス(2) 

遺伝子工学(2) 材料科学(2) アルゴリズムとデータ構造(2) エレクトロニクス通論(2) 

細胞と組織(2) リスク分析学(2) 人工知能(2) 流れの力学(2) 

分子生物学(2) コンピュータグラフィックス概 画像・音声情報処理(2) 都市衛生工学(2) 

生化学(2) 計測(2) コンピュータネットワーク(2)

バイオ研修Ⅳ(2) 総合応用工学概論(2) 通信方式(2)
 

４．ロボティクスメカトロニクス学副専攻プログラム標準履修モデル以外指定科目 

自動車工学(2) 自動制御Ⅱ(2) ディジタル信号処理(2) 画像・音声情報処理(2) 

材料力学Ⅰ(2) 電子回路(2) ソフトウェア工学(2)

機械設計Ⅱ(2) アルゴリズムとデータ構造(2) システム工学(2)

自動制御Ⅰ(2) パワーエレクトロニクス(2) 人工知能(2) 
５．環境・安全学副専攻プログラム標準履修モデル以外指定科目 

品質管理(2) エネルギー安全工学(2) 環境水理学(2) 復元生態学(2) 

自動車工学(2) 遺伝子工学(2) 交通計画(2) 確率モデル(2) 

機械設計Ⅰ(2) 薬学概論(2) 河川・水文学(2) 複雑系の数理的基礎(2) 

機械材料Ⅰ(2) 生命科学研究方法論(2) 海岸・港湾工学(2) 先端電子情報工学(2) 

有限要素法入門(2) 海洋開発概論(2) 航空宇宙工学概論(2) ディジタル信号処理(2) 

機械材料Ⅱ(2) 屋外気候と建築環境(2) 海洋波論(2) ソフトウェア工学(2) 

反応速度論Ａ(2) 熱と建築環境(2) 水中工学(2) 電気法規・施設管理(2) 

反応速度論Ｂ(2) 生態系の物質循環(2) 海洋ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾒﾈｼﾞﾒﾝﾄ(2) 情報セキュリティ(2) 

環境管理学(2) 保全生態学(2) 里山生態学(2)

環境ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ論(2) 都市衛生工学(2) 生物圏環境学(2)

信頼性工学(2) 地盤環境工学(2) 地球史学(2)
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図１．主専攻プログラムと副専攻プログラムでの単位取得の仕組み 
 
主専攻プログラムでの単位取得と副専攻プログラムでの単位取得の概要を示す。この仕

組みにより，副専攻プログラム履修学生は科目を重複して履修することなく，主専攻で学

士を取得・卒業し，また副専攻を修了することができる。 
 

教養教育科目
(36単位以上)

主専攻プログラム
専門教育科目

(教育プログラム

が定める履修要件
単位数以上)

副専攻プログラム
標準履修モデル

指定科目
(24単位以上)

副専攻プログ
ラム指定科目
(24単位以上)

副専攻プログラム標準履修
モデル指定科目(■■)で副

専攻修得する場合

副専攻プログラム標準
履修モデル指定科目(■
■)のうち3科目を主専

攻プログラム科目(■■)
として履修し，表３で
指定された副専攻プロ
グラム指定科目から3科
目(■■)を代替で履修す

る場合

 
〔１２４単位以上〕 
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図２．主専攻―副専攻プログラムによる人材育成の例 
 
主専攻で獲得する充分な学士力に加えて，特定専門分野主題に関する学部横断的副専攻

プログラム修得により，さらに展がり伸びた能力を獲得し社会に貢献することができる人

材育成の例を下に示す。１３の主専攻と５つの副専攻の組み合わせがある（計６５通り）

が，図２－１～図２－４に系学科・教育プログラム(EP)と副専攻プログラムの組み合わせ

の一部の例を人材育成の例として示す。 
なお、下の表はこれらの主専攻と副専攻の組み合わせの関係を分かりやすく示す。 

主専攻プログラム 
（系学科・EP） 

副専攻プログラム 

材料科学 水素 
エネルギー学

医工学 ロボティクス 
メカトロニクス学 環境・安全学

機械・材料系学科 
機械工学 EP  図 2－1（１） 図 2－1（２） 図 2－1（３）  

化学・生命系学科 
化学 EP   図 2－２（１） 図 2－２（２） 図 2－２（３）

建築都市・環境系学科

都市基盤 EP 図 2－３（１）  図 2－３（２） 図 2－３（３）  

数物・電子情報系学科

電子情報システム EP 図 2－４（１）  図 2－４（２）  図 2－４（３）

 
図２－１ 

 

主専攻の学士力と副専攻で展伸する人材像

機械工学が対象とする範囲は，機械部品単体から，それらが組み合わされて複雑な機能を発揮する機械システムまで幅広く，
機械工学に関わる技術者には基盤領域の堅固な素養が求められる。学士課程の教育として基盤領域の教育を重視した主専攻教
育プログラムが編成されている。

現代の複雑な製品・技術を統合システ
ムとして理解し応用する能力が獲得で
きる。機械工学を主専攻とする学生に
ついては，電子制御のハード・ソフト
などの実践的なシステムインテグレー
ションの能力を獲得した人材

医工学は複数の自然科学に基づいた複
合領域の学問である。機械工学を主専
攻とする学生については，先端医療工
学に必要なMEMSやマイクロマシンな
どの素養を持って医療機器の開発に貢
献できる人材

電力と水素をエネルギー媒体とした持
続的成長可能な水素エネルギー社会に
移行するためには，幅広い分野の科学
技術が融合した製品やシステムを考え
る必要がある。機械工学を主専攻とす
る学生については，自動車を例にとる
と，電子情報工学，化学，電気化学材
料などが融合して生まれている新たな
展開に貢献できる人材

水素エネルギー学
副専攻

標準履修モデル

1年次以降 2年次以降 3年次，4年次

エネルギー工学序論
物理化学Ⅰ
物理化学Ⅱ

エネルギーと環境
環境エネルギーシステム論

電磁気学Ⅰ

電気化学A 
固体電子論
回路理論Ⅰ

エネルギー工学Ⅰ
応用電気化学

電気エネルギー工学

水素エネルギー学
副専攻

標準履修モデル

1年次以降 2年次以降 3年次，4年次

エネルギー工学序論
物理化学Ⅰ
物理化学Ⅱ

エネルギーと環境
環境エネルギーシステム論

電磁気学Ⅰ

電気化学A 
固体電子論
回路理論Ⅰ

エネルギー工学Ⅰ
応用電気化学

電気エネルギー工学

主専攻 教育方法 例：機械工学教育プログラム

医工学副専攻

標準履修モデル

1年次以降 2年次以降 3年次，4年次

生物科学Ⅰ
生物科学Ⅱ

医・工学連携基礎
生命科学研究方法論
感覚知覚システム論

薬学概論

病態生理学
バイオインフォマティクス

バイオメカニクス

医工学
知的財産権
バイオ研修Ⅴ

医工学副専攻

標準履修モデル

1年次以降 2年次以降 3年次，4年次

生物科学Ⅰ
生物科学Ⅱ

医・工学連携基礎
生命科学研究方法論
感覚知覚システム論

薬学概論

病態生理学
バイオインフォマティクス

バイオメカニクス

医工学
知的財産権
バイオ研修Ⅴ

医工学副専攻

水素エネルギー学副専攻

ロボティックス
メカトロニクス学

副専攻
標準履修モデル

2年次以降 3年次，4年次

機械力学Ⅰ
電気機器学

機構学
計算機アーキテクチャ

基礎制御理論
ディジタルコントロール

ロボット工学
機械情報学

コンピュータコントロール
動的システムモデリング

ロボティクスメカトロニクス工学

電子情報システム特別実験

ロボティックス
メカトロニクス学

副専攻
標準履修モデル

2年次以降 3年次，4年次

機械力学Ⅰ
電気機器学

機構学
計算機アーキテクチャ

基礎制御理論
ディジタルコントロール

ロボット工学
機械情報学

コンピュータコントロール
動的システムモデリング

ロボティクスメカトロニクス工学

電子情報システム特別実験

ロボティクスメカトロニクス学副専攻

(1) 

(2) 

(3) 

注：主専攻プログラムでの科目と副専攻プログラム標準履修モデルにおける科目が重複する場合に
は、学生はどちらの科目として履修するかを学務担当教員と相談して決めることができる。この場合、
機械力学Ⅰは機械工学 EP の専門教育科目であり、主専攻修了要件を構成する科目であるが、学生は
副専攻での履修を選択した。 

注 
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主専攻の学士力と副専攻で展伸する人材像

都市基盤教育プログラムでは，人口が集中する都市において社会生活をより豊かにする社会基盤の整備，維持管理，運用や，
都市と地方のバランスに留意して，より良い国土の創造と環境との共生に関する実践的な教育・研究を行うための主専攻教育
プログラムが編成されている。

現代の複雑な製品・技術を統合システ
ムとして理解し応用する能力が獲得で
きる。都市基盤を主専攻とする学生に
ついては，地震などの災害時や建築・
建設現場における機器・装置の遠隔操
作の知識をもつ人材

医工学は複数の自然科学に基づいた複
合領域の学問である。都市基盤を主専
攻とする学生については，医工学の素
養を持って今後の少子高齢化社会にお
ける都市のあり方を考えることができ，
構築に貢献できる人材

金属，セラミックス，ポリマーなどの材
料特性を発現する仕組みと評価手法など
の基盤的共通知識を物理と化学の観点か
ら獲得する。都市基盤を主専攻とする学
生であれば，構造物の安全性，耐久性，
経済性と同時に人間が生活する空間とし
ての機能性，快適性，デザイン性を材料
科学的視点から実現できる人材

主専攻 教育方法 例：都市基盤教育プログラム

材料科学副専攻

ロボティックス
メカトロニクス学

副専攻
標準履修モデル

2年次以降 3年次，4年次

機械力学Ⅰ
電気機器学
機構学

計算機アーキテクチャ

基礎制御理論
ディジタルコントロール

ロボット工学
機械情報学

コンピュータコントロール
動的システムモデリング

ロボティクスメカトロニクス工学

電子情報システム特別実験

ロボティックス
メカトロニクス学

副専攻
標準履修モデル

2年次以降 3年次，4年次

機械力学Ⅰ
電気機器学
機構学

計算機アーキテクチャ

基礎制御理論
ディジタルコントロール

ロボット工学
機械情報学

コンピュータコントロール
動的システムモデリング

ロボティクスメカトロニクス工学

電子情報システム特別実験

ロボティクスメカトロニクス学副専攻

材料科学副専攻
標準履修モデル

2年次以降 3年次，4年次

材料科学
物理科学と先端技術
固体物性と数理

結晶学

磁気物理工学

表面物理工学
固体物性化学
結晶塑性学

半導体工学
機能性材料化学

X線結晶構造解析
計算材料学

材料科学副専攻
標準履修モデル

2年次以降 3年次，4年次

材料科学
物理科学と先端技術
固体物性と数理

結晶学

磁気物理工学

表面物理工学
固体物性化学
結晶塑性学

半導体工学
機能性材料化学

X線結晶構造解析
計算材料学

医工学副専攻

標準履修モデル

1年次以降 2年次以降 3年次，4年次

生物科学Ⅰ
生物科学Ⅱ

医・工学連携基礎
生命科学研究方法論
感覚知覚システム論

薬学概論

病態生理学
バイオインフォマティクス

バイオメカニクス

医工学
知的財産権
バイオ研修Ⅴ

医工学副専攻

標準履修モデル

1年次以降 2年次以降 3年次，4年次

生物科学Ⅰ
生物科学Ⅱ

医・工学連携基礎
生命科学研究方法論
感覚知覚システム論

薬学概論

病態生理学
バイオインフォマティクス

バイオメカニクス

医工学
知的財産権
バイオ研修Ⅴ

医工学副専攻

(1) 

(2) 

(3) 

主専攻の学士力と副専攻で展伸する人材像

化学教育プログラムでは，物質の世界を原子や分子レベルから追究する最先端の化学とその利用に関わる技術者・研究者を養成
する。物質の成り立ちとその性質・機能を原子・分子のレベルで理解し、さらにその物質の集合体としての働きを学び、人類および地球
環境にとって有用な物質を創出するのに必要な基盤的教育から応用的教育までを体系化した主専攻プログラムが編成されている。

現代の複雑な製品・技術を統合システ
ムとして理解し応用する能力が獲得で
きる。化学を主専攻とする学生につい
ては，システムの電子制御技術の実践
的な能力を獲得し，そのために必要な
材料の開発を行える人材

医工学は複数の自然科学に基づいた複
合領域の学問である。化学を主専攻と
する学生については，医薬品と臨床医
療機器の関わりをこの副専攻により知
悉した上で，新規の診断検査手法並び
に機器及び臨床医療機器開発を行える
人材

環境・安全学
副専攻

標準履修モデル

1年次以降 2年次以降 3年次，4年次

生物と環境

地球と環境
安全工学概論

情報社会倫理
都市生態学
薬学概論

生体リスク学
リスク分析学
環境調和材料

自然環境と社会制度
化学安全工学

微生物とウイルス

環境・安全学
副専攻

標準履修モデル

1年次以降 2年次以降 3年次，4年次

生物と環境

地球と環境
安全工学概論

情報社会倫理
都市生態学
薬学概論

生体リスク学
リスク分析学
環境調和材料

自然環境と社会制度
化学安全工学

微生物とウイルス

主専攻 教育方法 例：化学教育プログラム

医工学副専攻

環境・安全学副専攻

ロボティックス
メカトロニクス学

副専攻
標準履修モデル

2年次以降 3年次，4年次

機械力学Ⅰ
電気機器学
機構学

計算機アーキテクチャ

基礎制御理論
ディジタルコントロール

ロボット工学
機械情報学

コンピュータコントロール
動的システムモデリング

ロボティクスメカトロニクス工学

電子情報システム特別実験

ロボティックス
メカトロニクス学

副専攻
標準履修モデル

2年次以降 3年次，4年次

機械力学Ⅰ
電気機器学
機構学

計算機アーキテクチャ

基礎制御理論
ディジタルコントロール

ロボット工学
機械情報学

コンピュータコントロール
動的システムモデリング

ロボティクスメカトロニクス工学

電子情報システム特別実験

ロボティクスメカトロニクス学副専攻

医工学副専攻
標準履修モデル

1年次以降 2年次以降 3年次，4年次

現代生物学Ⅰ

細胞と組織

医・工学連携基礎
生命科学研究方法論
感覚知覚システム論

薬学概論

病態生理学
バイオインフォマティクス

バイオメカニクス

医工学
知的財産権
バイオ研修Ⅴ

医工学副専攻
標準履修モデル

1年次以降 2年次以降 3年次，4年次

現代生物学Ⅰ

細胞と組織

医・工学連携基礎
生命科学研究方法論
感覚知覚システム論

薬学概論

病態生理学
バイオインフォマティクス

バイオメカニクス

医工学
知的財産権
バイオ研修Ⅴ

専門分野の先進性・優位性だけでなく，
他分野との調和の重要性を理解できる
能力が獲得できる。化学を主専攻とす
る学生については、生態系など環境に
対する化学品のリスクを知って，各種
の製品開発に望める人材

図２－２ 

(1) 

(2) 

(3) 

図２－３ 
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主専攻の学士力と副専攻で展伸する人材像

電子情報システム教育プログラムでは，社会の中で電子情報工学分野を担って活躍し得る人材の養成を目指している。電気，電子，
通信，情報という広範な分野を総合的に教育することで，様々な技術革新に対応できる柔軟な発想と能力を備えた人材を養成するため
の主専攻教育プログラムが編成されている。

専門分野の先進性・優位性だけでな
く、他分野との調和の重要性を理解で
きる能力が獲得できる。電子情報シス
テムを主専攻とする学生については、
グローバルな環境保全を意識しながら
電子情報社会の構築を行える人材

医工学は複数の自然科学に基づいた
複合領域の学問である。電子情報シス
テム工学を主専攻とする学生について
は，先端医療工学に必要な電子情報シ
ステムの素養を持って医療機器開発に
貢献できる人材

金属，セラミックス，ポリマーなど
の材料特性を発現する仕組みと評価手
法などの基盤的共通知識を物理と化学
の観点から獲得する。電子情報システ
ムを主専攻とする学生であれば，電子
制御システム・電波工学・電力輸送な
どにおいて適切な材料を選択し，最適
化されたシステムを設計・開発できる
人材

主専攻 教育方法 例：電子情報システム教育プログラム

医工学副専攻
標準履修モデル

1年次以降 2年次以降 3年次，4年次

生物科学Ⅰ
生物科学Ⅱ

医・工学連携基礎
生命科学研究方法論
感覚知覚システム論

薬学概論

病態生理学
バイオインフォマティクス

バイオメカニクス

医工学
知的財産権
バイオ研修Ⅴ

医工学副専攻
標準履修モデル

1年次以降 2年次以降 3年次，4年次

生物科学Ⅰ
生物科学Ⅱ

医・工学連携基礎
生命科学研究方法論
感覚知覚システム論

薬学概論

病態生理学
バイオインフォマティクス

バイオメカニクス

医工学
知的財産権
バイオ研修Ⅴ

医工学副専攻

材料科学副専攻

材料科学副専攻
標準履修モデル

2年次以降 3年次，4年次

材料科学
物理科学と先端技術
固体物性と数理

結晶学

磁気物理工学

表面物理工学
固体物性化学
結晶塑性学

電気化学A
機能性材料化学

X線結晶構造解析
計算材料学

材料科学副専攻
標準履修モデル

2年次以降 3年次，4年次

材料科学
物理科学と先端技術
固体物性と数理

結晶学

磁気物理工学

表面物理工学
固体物性化学
結晶塑性学

電気化学A
機能性材料化学

X線結晶構造解析
計算材料学

環境・安全学
副専攻

標準履修モデル

1年次以降 2年次以降 3年次，4年次

生物と環境

地球と環境
安全工学概論

生態系の物質循環
都市生態学
薬学概論

生体リスク学
リスク分析学
環境調和材料

自然環境と社会制度
化学安全工学

微生物とウイルス

環境・安全学
副専攻

標準履修モデル

1年次以降 2年次以降 3年次，4年次

生物と環境

地球と環境
安全工学概論

生態系の物質循環
都市生態学
薬学概論

生体リスク学
リスク分析学
環境調和材料

自然環境と社会制度
化学安全工学

微生物とウイルス

環境・安全学副専攻

図２－４ 
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